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＜連絡事項＞
＜患者様連絡事項＞
・村上　公基様～本日、主治医田名部Dr、患者様本人、妻様の面談により明日9/22 10:00退院予定となる。初外来日は9/30 11:30となっている。
＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後1時間ずつの開放観察実施しているが、他室侵入・他患者様の私物弄り頻回であり予定より早くに開放観察終了している。午前の開放観察実施時には自室での弄便行為見られている。不穏・興奮無く、自傷行為も見られない。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・沖田　康夫様～両手身体拘束中。午前・午後1時間ずつの一時拘束解除を実施。拘束解除中は車椅子自操しユニット内移動されている。各食全量摂取され拒薬も無い。問題行動は無い。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。
・澤口　利香様～体幹・四肢拘束中。各食病院食・持参の補食含め1/2～2/3摂取されている。拒薬も無く、適宜水分補給も出来ている。11:30頃一時的に不穏・興奮となり、叫ぶ様子もあったが、傾聴での対応後は落ち着かれている。引き続き早期の処遇改善を目指し、看護介入・観察を行っていく。腰痛の訴えあり15:20ロキソプロフェンNa(60)1T与薬している。
＜要注目患者様情報＞
・村上　公基様～各食全量摂取、拒薬無し。気分変動や易怒性無く情動安定している。11:00主治医田名部Dr、患者様本人、妻様による面談実施となり、明日(9/23)10:00退院予定となる。
・若沢　理子様～各食全量摂取され拒薬も無いが、情動不安定であり幻聴・注察妄想に関連した訴え聞かれている。奇異行動等の問題行動は無い。
・坂　きわ様～脱衣行為・トイレ籠り見られ、都度介入しているが、介護抵抗著明。独語活発に聞かれるが、疎通良好であり、各食全量摂取、拒薬も無い。
・木村　格治様～スタッフへの威圧的態度無く、妄想言動も無い。腹部症状等の訴えは無い。
・松男　秋男様～ユニット内徘徊されており落ち着き無いが切迫した様子無く、帰宅要求も聞かれていない。各食全量摂取され拒薬も無い。
・鹿原　良三様～発熱なし。痰鳴ないが吸引すると粘稠痰が引けている。介入時大声あるも易怒性なし。
＜馬渡Dr診察情報＞

・宮崎 宏之様～バルプロ酸ナトリウム徐放錠Ａ２００ｍｇ中止。
カルバマゼピン錠100㎎→200㎎に増薬となり、明日より
他同内容で7日分処方となる。
・鈴木 徳美様～主治医診察にて、臨時薬同内容で7日分処方となる。
　　　　　　　 家族面談にて認知症の進行と共に食事量が低下している
こと、今後も回復は難しい可能性が高いこと、飲みこむ
力もやや弱っており誤嚥には注意する必要があること、
などと説明。家人は将来的には経管栄養を希望された。
ツムラ人参養栄湯臨床試験については治験担当者より
説明を実施している。
・大久保　恵様～今後は日赤の糖尿病治療を再開する方針。本人は女医

でなければいやだ、などと話す場面あり。メトグルコ500mg

追加、他同内容で7日分処方となる。

・佐々木 理佳様～明日より、バルプロ酸ナトリウム徐放錠Ａ200㎎ 4錠⇒
6錠に増薬。ヒアルロン酸Ｎａ点眼液0.1％　1本処方
となる。
・手塚 辰昭様～退院を進めるよう指示受ける。臨時薬同内容で7日分処方
となる。
・松本 貴四郎様～家族面談にて精神症状としても認知機能低下や覚醒レベル変動はあるものの、幻視の再燃や不穏さ、興奮などはなく落ち着いており、退院は可能な状態である。
➔家族の意向としては施設入所を希望。今後退院調整を行う。そのほかDLBの特性や考えうる予後などについて説明、了解いただいた。

                明日よりカルコーパ配合錠Ｌ１００ 4 錠 （0-2-1-1-0） に変更。持参薬は除剤。退院を進めるよう指示受ける。

・工藤 禮子様～退院を進めるよう指示受ける。臨時薬同内容で7日分処方

となる。

・岡村 トミ様～セルトラリンＯＤ錠25㎎　1錠⇒サインバルタカプセル

20㎎ 1錠に変更となり、他同内容で7日分処方となる。

・松尾 秋男様～退院を進めるよう指示受ける。トラゾドン塩酸塩錠25㎎　
1錠追加となり、他同内容で7日分処方となる。

